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は

じ

め

に

　
弘
法
大
師
空
海
は

著
作
の

中
で

、

様
々

な

経
論
を

引
用
し

、

自
ら

の

論
理

を

展
開
し

て

い

る
。

こ

れ
は

特
に

『

十

住
心

論
』

に

お
い

て

顕
著
で

あ
り

、

「

二

教

論
』

や

『

即
身
義
』

で

も

典

拠
と

し
て

様
々

な

経
典

、

儀
軌

、

論
疏
が

引
用
さ
れ

て

い

る
。

空

海
は

著
作
中
に

お

け
る

経
論
の

引
用

に
際
し

、

全

文
そ

の

ま

ま
の

引

用
を
行

う
場

合
も
あ
る

が
、

意

図
的

に

原

文
を

改
変
し

て

引
用
を

行
う
こ

と

が

少
な

く
な
い

。

意
図

的
に

改
変
し

て

引
用
を

行

う
と

い

う
こ

と

は
、

あ
る

意

図
を

持
っ

て

引
用
を

行

う
と

い

う
こ

と

で

あ
り

、

引
用

し
た

部
分
に
対

す
る

空
海
の

解
釈
が

示
さ
れ

る
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

引
用

文
と

原

文

の

差
異
に

空
海
の

見
解
が

端
的
に

示
さ
れ

て
い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

本
稿
で

は

『

十

住
心
論
』

と

『

秘

蔵
宝

鑰
』

に

お

け
る

五

相
成
身
観
に

関
連
す
る

部
分
を

踏
ま

え
た
上
で

、

『

即
身
義
』

の

二

経
一

論
八

箇
の

証
文
の

第
四

句
に

お

け
る

『

三

摩
地

法
』

の

引
用
に
つ

い

て

考
察
を

加
え
る

。

そ
し
て

、

空
海
の

五

相
成
身
観
に

対
す
る

見

解
を

明
ら
か
に

し
た
い

と

思

う
。
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一

、

空
海
の

著
作
に

お

け
る

五

相
成
身
観
に
つ

い

て

　
空
海
の

著
作
に

は

金
剛

頂
経
系
の

経
典

、

儀
軌
が

数
多
く
引
用
さ
れ
て
い

る
。

そ
の

う
ち

、

五

相

成
身
観
に

相

当
す
る

部

分

が

引
用
さ
れ

て

い

る

箇
所
は

『

即
身
義
』

、

『

十
住
心

論
』

、

『

秘
蔵
宝
鑰
』

に

み

ら

れ
る

。

し
か
し

、

『

十

住
心
論
』

と

『

秘
蔵

宝

鑰
』

の

引
用
箇
所
は
一

切
如
来
が
一

切
義
成
就
菩
薩
に

対
し
て

五

相
成

身
観
を

説
示
す
る

直
前
ま
で

で

あ

り
、

五

相
成

身
観
の

内
容
は

言
及
さ
れ
て
い

な
い

。

ま
た

、

『

秘
蔵
宝

鑰
』

の

第
十

住
心
に

お

い

て
、

『

菩
提
心

論
』

の

引

用
を

行
い

、

間
接
的
な
が

ら
五

相
成
身
観
の

内
容
を

示
し

て

い

る
。

し
か

し
、

空

海
は

そ
れ
以
上
の

言
及
を

避

け
、

『

教
王

経
』

や
金

剛
頂
経

系
儀
軌
で

示

さ
れ

て
い

る

五

相
成
身
観
の

真
言
等
は

示
し
て

い

な
い

。

一

方
、

『

即
身
義
』

に

お

け
る

引
用
箇
所
は

、

．

二

経
一

論
入

箇
の

証
文

の

第
四

句
で

あ
る

。

『

即
身
義
」

で

は

五

相
成
身
観
の

第
四

段
階
で

あ
る

証
金

剛

身
の

部

分
が

引

用
さ
れ
て

お

り
、

五

相
成

身
観

の

内
容
の
一

部
に

触
れ
て
い

る
。

つ

ま

り
、

空
海
の

著
作
に

お
い

て
、

五

相
成
身
観
の

行
法
の

部
分
が

引

用
さ
れ

る

の

は

『

即

身
義
』

だ

け
で

あ
る

。

　
　
　
　

二
、

『

十
住
心

論
』

に

お

け
る

五

相
成
身
観
に
つ

い

て

　
『

十
住
心

論
』

に

お
い

て

五

相
成
身
観
に

関
す
る

箇
所
が

引
用
さ

れ

て

い

る

部
分
は

第
九

住
心
に

み

ら
れ
る

。

第
九

住
心
で

は

『

大
日

経
』

、

『

大
日

経
疏
』

、

『

華
厳
五

教

章
』

の

引

用
に

続
き
「

撼
大
日
經
及
金
剛
頂
經
等
云

。

」

と

し

て

以

下
の

よ

う
に

引
用

さ
れ

る
。

　
　
時
婆
伽
梵
大
菩
提
普
賢
大
菩
薩
住
一

切
如
來
心

寂
滅
無
相
平
等
究

竟
眞
實

。

時
金

剛

界
一

切
如
來
現

受
用

身
彈
指
驚
覺
告
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空海の 著作における 五 相成身観につ い て （浅井）

　
　
日

。

善
男
子

。

汝
所
證

是
一

道

清
淨

。

未
證
祕
密
金

剛
三

摩
地

。

勿
以
此

爲
足

。

時
一

切

義
成

就
菩
薩

。

由
一

切

如
來

驚

　
　
覺

。

即
從
無
色
身
三

昧
起

。

禮
一

切
如
來
白
言

。

世

尊
如
來
教
示
我
所
行
道

。

云

何
修
行
云

何

是
眞
實

。

一

切
如
來
異
口

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

　
　
同
音
告
彼
菩
薩
言

。

善
男
子

。

當
住
觀
察
自
心
三

摩
地

。

　
こ

の

引
用
の

大
部
分
は

取
意
の

引
用
で

あ
る

。

比

較
の

た
め

、

こ

の

箇
所
に

相
当
す
る

『

教
王

経
』

の

原

文
を

引
用
す
る

。

　
　
婆
伽
梵
大
菩
提
心
普
賢
大

菩
薩

。

住
一

切
如
來
心

。

時
一

切

如
來

。

滿
此

佛
世
界

。

猶
如
胡
麻
爾
時
一

切
如
來
雲
集

。

於

　
　
一

切
義
成
就

菩
薩
摩
訶
薩
坐
菩
提
場

。

往
詣
示
現
受
用
身

。

咸
作
是
言

。

善
男
子
云

何
證
無
上

正

等
覺
菩
提

。

不
知
一

切

　
　
如
來
眞
實
忍
諸
苦
行

。

時
一

切

義
成

就
菩
薩

摩
訶
薩

。

由
一

切
如
來
警
覺

。

即
從
阿

娑
頗
娜
伽
三

摩
地

起
。

禮
一

切
如
來

。

　
　
白
言

。

世
尊
如
來

教
示
我

。

云

何
修
行

。

云

何
是
眞
實

。

如
是

説
已

。

一

切
如
來

異
口

同
音

。

告
彼
菩
薩
言

。

善
男
子

當

　
　
　
　
　

　
　
〔
2）

　
　
住
觀
察
自
三

摩
地

。

　
『

十

住
心

論
』

の

引
用

箇
所
と

『

教
王

経
』

の

原

文
を

比

較
し
た

場
合

、

文
章
の

長
さ
は

大
き

く
違
わ
な
い

。

つ

ま

り
、

空

海

が

取
意
の

引
用
と

し

た

理

由
は

、

省
略
の

た

め

に

取

意
引
用
に

し

た
の

で

は

な
い

と

考
え

ら

れ
る

。

空

海
の

取
意
の

文
章
と

『

教
王

経
』

の

原

文
を

比

較
し

た

場
合

、

幾
つ

か
の

意
図
的
な

改
変
が

み

ら
れ

る
。

『

教
王

経
』

で

は
一

切
如
来
の

満
ち
る

場
所

が

「

此

佛
世
界
」

と

示
さ

れ
る
が

、

『

十
住
心
論
』

で

は

場
所
が

示
さ
れ
な
い

。

同
じ

く
、

一

切
義
成
就
菩
薩
の

座
し

て
い

る

場

所
が

「

菩
提
場
」

と

示
さ
れ

る

が
、

『

十
住
心
論
』

で

は

場
面
の

概
念

自
体
が

示

さ
れ
な
い

。

つ

ま

り
、

『

十
住
心
論
』

の

記
述

で

は

コ

切

如
来
が
一

切

義
成
就
菩
薩
の

い

る

場
所
へ

現
れ

た
」

と
い

う
状
況
が

述
べ

ら

れ
て
い

な
い

。

言
い

換
え
れ
ば

、

一

切
如

来
と
一

切
義
成
就
菩
薩
の

対

話
の

み

が
述
べ

ら
れ

る
の

で

あ
る

。

し
か

し
、

『

十
住
心

論
』

の

こ

の

部
分
は

「

自
心

を
観

察

す
る

三

摩
地
に

住

す
べ

し
」

と

説

く
箇

所
で

あ
り

、

一

切
如
来
の

説
示
す
る

内
容
の

み

が

示
さ

れ
れ

ば

良
い

の

で

あ
っ

て
、

詳

し
い

場
面

状
況
は
蛇

足
と

も

言
え
る

。

従
っ

て
、

空
海
は

意
図
的
に

場
面

状
況
を
省
略
し
た

と

考
え

ら
れ
よ

う
。

　

第
九

住
心
で

引
用

さ
れ
た

『

教
王

経
』

の

場
面
は

、

正

宗
分
の

最
初
の

部

分
で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

法
身
毘
盧
遮
那
如
来
の
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受
用
身
で

あ
る
一

切
如
来
が

、

菩
提
場
に

座
し
て

い

る
一

切
義
成
就
菩
薩
に

対
し

て

そ

の

姿
を

示
現
し

て

驚
覚
さ

せ

る

箇
所
で

あ
る

。

し

か

し
、

『

十
住
心
論
』

の

引
用
は

、

一

切
如
来
が
一

切
義
成
就

菩
薩
に

竝
し
て

五

相
成
身
観
を

説
示
す
る

直
前
で

終
わ

っ

て

い

る
。

『

教
王

経
』

の

引
用
部
分
の

直
後
は

以
下

の

逓
り
で

あ
る

。

　
　

以

自
性
成
就
眞
言

o

自
恣
而
諞

　
　

　
　
晦
質
多
鉢
羅

底
微
騰
迦
囀

弭

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
3

）

　
　

時
菩
薩

。

白
一

切

如
來
言

。

毯

尊
如
來

我
遍

知
已

。

我
見

自
心
形
如
月
輪

。

　
空

海
が

引
用
を

打
ち
切
っ

た

直
後
に

、

通

達
菩
提
心
の

真
言
が

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

つ

ま

り
、

空
海
が

『

十

住
心

論
』

で

示

し
た

箇
所
で

引
用
を

打
ち
切
っ

た

こ

と

は

意
図
的
で

あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

そ

し
て

、

『

十
住
心
論
』

で

は
、

『

教
王

経
』

引
用

の

直
後

、

次
の

様
に

述
べ

ら
れ

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
4＞

　
　

從
齔
已
後
説
五

根
成
身
翼
轡

。

曲
此
五

相
翼
雷
加
持
得
成
大
日

尊
身

。

如
是
睨
證
非
一

恐
繁
不
述

。

　
つ

ま

り
、

五

相
成
身
観
に

よ

る

大
日
如
来
と
の

加
持
の

境

界
が

示
さ
れ

る
が

、

そ
の

状

態
に

至

る

方
法
で

あ
る

五

相
成

身
観

の

具
体
的
内
容
や

、

五

相
成
身
の

真
言
は

示
さ

れ
な
い

。

つ

ま

り
、

空
海
は

「

自
心
を

観
察
す
る

三

摩
地
」

を

示

す
た

め
だ

け

に

『

教
王

経
』

を

引
用
し
た
の

で

あ

る
。

こ

の

「

如
是
明

證
非
一

恐
繁
不
述

。

」

と

は
、

こ

の

第
九
往
心
に

お
い

て
、

五

楊
成
身

観
の

行
法
に

よ

る
三

密
加
持
を

説
示

す
る

意
図
を

全
く

持
っ

て
い

な
い

こ

と
を

明
言
し
て
い

る
。
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三
、

『

秘
蔵
宝
鑰
』

に

お

け
る

五

相
成
身
観
に
つ

い

て

『

秘
蔵
宝
鑰
』

に

お
い

て

五

相
成
身
観
に

関
す
る

箇
所
は

第
九

住
心
と

第
十
住
心
に

見
る
こ

と

が
で

き
る

。

第
九

住
心
に

お
い

て

『

教
王

経
』

が

「

金

鰯
頂

經
説

。

」

と

し
て

引
用
さ

れ
る

。

引
用
箇
所
は

以

下
の

通
り
で

あ
る

。
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薄
伽
梵
大
菩
提
心
普
賢
大
菩
薩
住
一

切
如
來
心

。

時

如
來

滿
此

佛
世
界
猶

如

胡
麻

。

爾

時
一

切

如
來
雲

集
。

於
一

切

義
成

　
　
就
菩
薩
坐

菩
提
場

。

往
詣
示
現

受
用

身
。

咸
作

是
言

。

善

男
子
云

何
證

無
上
正

等
覺
菩
提

。

不
知
一

切
如
來
眞
實
忍

諸
苦

　
　
行

。

時
一

切
義
成
就

菩
薩

。

由
一

切
如
來
警
覺

。

即
從

阿
娑
婆
那

伽
三

摩
地
起

。

禮
一

切
如

來
白
言

。

世

尊
如
來
教
示

我
。

　
　
云

何
修
行

。

云

何
是
眞
實

。

如
是
説
已

。

一

切

如
來
異
口

同
音

告
彼

菩
薩
言

。

善
男

子
當
住
觀
察
自
三

摩
地

。

以
自
性
成

　
　
　
　
　
　
　
（
5）

　
　
就
眞
言
自
恣
而
誦

。

　
該
当
す
る

『

教
王

経
』

の

原
文
は

以
下
の

通
り
で

あ
る

。

　
　
婆
伽

梵
大
菩
提
心
普
賢
大
菩
薩

。

住
一

切
如
來

心
。

時
一

切
如
來

。

滿
此

佛
世
界

。

猶
如
胡
麻

爾
時
一

切
如

來
雲

集
。

於

　
　
一

切
義
成
就
菩
薩
摩
訶
薩
坐

菩
提
場

。

往
詣
示
現
受
用

身
。

咸
作
是
言

。

善
男
子
云

何
證
無
上
正

等
覺
菩
提

。

不
知
一

切

　
　
如
來

眞
實
忍
諸
苦
行

。

時
一

切
義
成
就
菩
薩
摩
訶
薩

。

由
一

切
如
來
警
覺

。

即
從
阿
娑
頗
娜
伽
三

摩
地
起

。

禮
一

切
如
來

。

　
　
白
言

。

世
尊
如
來
教
示

我
。

云

何
修
行

。

云

何
是
眞
實

。

如
是

説
已

。

一

切
如
來
異
口

同

音
。

告
彼
菩
薩
言

。

善
男
子

當

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
（
6）

　
　
住
觀
察
自
三

摩
地

。

以

自
性
成

就
眞
言

。

自
恣

而
誦

　
『

秘
蔵
宝
鑰
』

の

引

用
は

、

ほ

ぼ

原
文
通

り
で

あ
る

。

意
図
的
な

改

変
は

見
ら

れ

な
い

。

『

秘
蔵
宝
鑰
』

と

『

十
住
心

論
』

に

引
用
さ
れ

た

『

教
王

経
』

の

原
文
は

同
じ

部
分
で

あ
る

。

し
か
し

、

『

秘
蔵
宝

鑰
』

で

は

最
後
に

「

以

自
性
成
就
眞
言

。

自
恣
而

誦
」

を

加
え
た

形
で

引
用
さ

れ

て

い

る
。

『

十
住
心

論
』

で

は
、

第
九

住
心
に

お

け
る

『

教
王

経
』

の

引
用
後

、

第
十
住
心
の

最

後
に

至
る

ま
で

五

相
成
身
観
に

関
し
て

全
く

触
れ

ら
れ

な
い

。

一

方
、

『

秘
蔵
宝
鑰
』

で

は
、

第
十
住
心
で

『

菩
提
心
論
』

を

引

用

す
る

形

な
が

ら
、

五

相
成
身
観
に

関
し
て

触
れ

る

箇
所
が

あ
る

。

こ

の

た

め

空
海
は

、

第
九

住
心
に

お
い

て

「

五

相
成
身
可

追
尋
」

と

述
べ

た
と

考
え
ら

れ

る
。

そ
れ
に

従
い

『

教
王

経
』

原
文
で

五

相
成
身
観
の

真
言
を

示

す
部
分
で

あ
る

「

以

自
性
成

就

眞
言

。

自
恣
而

誦
」

の

部
分
を

『

秘
蔵

宝
鑰
』

で

は

削
除
せ

ず
、

引
用
を

行
っ

た

と

考
え

ら
れ

る
。

つ

ま

り
、

第
十
住
心
に

お
い

て

『

菩
提
心
論
』

の

引
用
を

行
っ

て

間
接
的
に

五

相
成
身
観
を

示
す
た
め

、

『

秘

蔵
宝

鑰
』

の

『

教
王

経
』

の

引
用

部
分
に
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は

場
面
状
況
を

加
え

、

さ

ら

に

真
言
を

誦
ず
る

と
い

う
行
為
の

部
分
を

残
し
た
と

考
え
ら
れ

る
。

　
第
十
住
心

に

お

け
る

五

相
成
身
観
に

関

す
る

部
分
は

『

菩
提

心
論
』

三

摩
地

段
の

引
用
部
分
で

あ
る

。

こ

の

『

菩
縫
心

論
』

三

摩
地

段
は

『

教
王

経
』

が

引

用
さ
れ

た

部
分
で

あ
る

。

「

如
金
翻

頂
踰
伽
經
説

。

」

と
し

て

以
下
の

よ

う
に

引
用
さ
れ

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　〔
7）

　
　
一

切
義
成
就
菩
薩
初
坐
金

剛
座

取
證
無
上
道

。

遂
蒙
諸
佛
授
此
心
地
然
能
證
果

。

　
こ

の

「

金

剛
頂

瑜
伽
經
」

は

『

教
王

経
』

の

取
意
引

用
で

あ
る

。

こ

の

意
味
内
容
に

対
応

す
る

部
分
は

以

下
の

通

り
で

あ
ろ

う
。

　
　

婆
伽
梵

大
菩

提
心

普
賢
大
菩
薩

。

住
一

切
如
來
心

。

時
一

切
如
來

。

滿
此
佛
握
界

。

猶
如
胡
麻
爾
時
一

切

如
來
雲
集

。

於

　
　
一

切
義
成

就

菩
薩
摩
訶
薩
坐

菩
提
場

。

往
詣
示
現
受
用
身

。

咸
作
是
言

。

善
男
子
云

何
證
無
上
正

等
覺
菩
提

。

不
知
一

切

　
　

如
來
翼
實
忍
諸
苦
行

。

時
一

切
義
成
就
菩
薩
摩

訶
薩

。

由
一

切
如
來
警
覺

。

即
從
阿

娑
頗
娜
伽
三

摩
地

起
。

禮
一

切
如
來

。

　
　

白

言
。

世
尊

如
來
教

示
我

。

云
何
修
行

。

云

何
是

眞
實

。

如
是
説
已

。

一

切
如
來
異
口

同
音

。

告
彼
菩
薩
言

。

善
男
子
當

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
8）

　
　

住
觀
察
自
三

摩
地

。

以

巓
性
成
就
眞
言

。

自
恣
而

誦

　
つ

ま
り

、

『

菩
提
心

論
』

の

『

教
王

経
』

の

取
意
引

用
の

場

所
は

、

『

十

住
心

論
』

と

『

秘

蔵
宝
鑰
』

に

引
用
さ
れ

る

『

教
王

経
』

と

殆
ど

同
じ

籔
所
で

あ
る

。

し

か
し

、

こ

の

『

菩
提
心

論
嫌

が

説
示
す
る

箇
所
も

「

以

宙
性
成
就
翼
言

。

自
恣
而
舗
」

ま

で

を

取
意
引
用
と
し

て

お

り
、

五

相
成
身
観
に

は

触
れ

て
い

な
い

。

　
『

十
住
心

論
縣

に

お
い

て
、

「

五

栢
成
身
」

と
い

う
書

葉
は
、

第
一

住
心

に

お
い

て

「

未
入

三

祕

密
五

相
成

身
四

種
曼
荼
究

　
　
　

　
　
　
〔
9）

竟
眞
實
金

翻
心

殿
。

」

と
い

う
箇
所

、

第
九

住
心
に

お

い

て

「

從
此

已

後
説
五

相
成
身
眞
言

。

由
此
五

相
眞
言
加
持
得
成
大
日

　（
醤

尊
身

。

」

と
い

う
箇
所
に

お
い

て

使
わ

れ
て
い

る
。

し

か
し

、

五

檍
成
身
及
び
五

相

成
身
観
の

内
容
に

関

す
る

説
示
は

な
さ
れ

な

い
。

一

方
、

『

秘
蔵

宝
鑰
』

で

は

『

菩
提
心
論
』

の

引
用

文
中
で

あ
る

が
、

五

相
成

身
観
の

内
容
に

関
し
て

触
れ
る

箇
所
が

あ
る

。

『

菩
提
心
論
』

の

引

用
文
中
で

五

相
成
身
観
に

触
れ

て
い

る

箇
所
は

以

下
の

通
り
で

あ
る

。
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空 海の 著作 にお ける五 相成身観に つ い て （浅井）

　
　

凡
修
習
瑜
伽

觀
行
人

。

當
須
具
修
三

密
行
證

悟
五

相
成
身
義
也

。

所
言
三

密
者

。

一

身
密
者

。

如
結
契
印
召

請
聖

衆
是
也

。

　
　
二

語

密
者
如
密
誦
眞
言
令
文
句
了
了

分
明

無
謬

誤
也

。

三

意

密
者

如
住
瑜

伽

相
應
白

淨
月
圓

滿
觀
菩
提
心
也

。

次
明
五

相

　
　

成
身
者

。

一

是
通

達
心

。

二

是
成
菩
提
心

。

三

是
金

剛
心

。

四

是
金

剛

身
。

五

是

證
無
上

菩
提

獲
金

剛
堅

固
身
也

。

然
此

　
　
五

相
具
備

方
成
本
尊
身
也

。

其
圓
明

普
賢
身
也

。

亦

是
普

賢
心
也

。

與

十
方

諸
佛

同
之

。

亦
乃
三

世

修
行

證
有
前
後

。

及

　
　

達

悟
已

無
去
來
今

。

凡
人

心
如
合
蓮

華
佛
心

如
滿
月

。

此

觀
若
成

。

十

方
國

土

若
淨
若
穢

。

六

道
含
識
三

乘
行
位

。

及
三

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
11）

　
　

世
國
土
成
壌
衆
生

業
差
別

。

菩
薩

因
地

行
相
三

世
諸
佛
悉
於
中

現
。

證
本
尊
身
滿
足

普
賢
一

切
行
願

。

　
『

十
住
心

論
』

で

は

「

五

相
成
身
」

と

述
べ

る

だ

け
で

内
容
が

示
さ

れ

な
か
っ

た
が

、

『

秘
蔵
宝

鑰
』

の

こ

の

箇
所
で

は

「

次

明
五

相
成
身
者

。

一

是

通
達

心
。

二

是
成
菩

提
心

。

三

是
金
剛
心

。

四

是
金

剛

身
。

五

是
證
無
上

菩
提
獲
金

剛
堅

固

身
也

。

」

と

示
さ
れ

、

五

相
成
身
観
の

五

段
階
の

内
容
が

明
か
さ

れ
る

。

し

か
し

『

菩
提
心

論
』

で

は

『

教
王

経
』

や
金

剛

頂
経
系
儀
軌
で

示
さ
れ
る

五

相
成
身
観
の

真
言

等
は

示
さ

れ

な
い

。

す
な
わ

ち
、

「

秘

蔵
宝
鑰
』

に

お
い

て

も
、

五

相
成
身
観
の

行
法
は

詳
述
さ

れ

な
い

の

で

あ
る

。

　

な
お

「

五

相
成
身
」

も

し

く
は

「

五
相
」

と
い

う
言
葉
に

加
え

、

五

相
成
身
観
の

内
容
に

関
し
て

触
れ

て
い

る

箇
所
を

『

秘

蔵
宝
鑰
』

以

外
の

空

海
の

著
作
に

求
め

た

場
合

、

『

金

剛
頂
経

開
題
』

に

見
る
こ

と
が

で

き
る

。

『

金

剛
頂
経
開
題
』

の

五

相
成

身
観
に

関
す
る

部
分
は
以

下
の

通
り
で

あ
る

。

　
　

所
謂
金

剛
界

大
曼
荼
羅

。

併

説
毘
盧
遮

那
佛
受
用

身
以
五

相
現
成
等
正

覺
五

相
者

。

一

通
達
本
心

。

二

脩
菩
提
心

。

三

成

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
12）

　
　

金

剛
心

。

四

證
金
剛
身

。

五

佛
身
圓
滿

。

此
則
五

智
通

達
。

　
『

金
剛

頂
経
開
題
』

に
お

い

て

も
、

五

相
成
身
観
の

五

段
階
は

示
さ
れ

る
が

、

『

秘
蔵
宝

鑰
』

と

同
じ

く
五

相
成
身
観
の

真
言

等
は

示
さ

れ
な
い

。

す
な
わ

ち
、

空
海
の

著
作
に

お

い

て
、

五

相
成
身
観
の

内
容
が

説
示
さ

れ
る

箇
所
は

無
い

と
い

う
こ

と
を

指
摘

し
て

お

き
た
い

。
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四
、

八

箇
の

証
文
の

第
四

句
に

お

け
る

問
題
の

所
在

　
『

即
身
義
』

の

八

簿
の

証
文
は
金

躍
頂

経
、

『

大
日

経
臨

、

菩
提
心

論
の

三
つ

の

経
論
か

ら
即

身
成
仏
の

典
拠
を

示
す
も
の

で

あ

る
。

そ
し
て

、

八

箇
の

証
文
の

第
四

旬
は

、

金

剛
頂

経
に

お

け
る

重

要
な

行
法
で

あ
る

五

損
成

身

観
を

引
用
し
、

即

身
成
仏
の

境
界
を

述
べ

た

も
の

と

さ
れ
る

。

し

か
し

、

『

即
身
義
』

に

お

け
る
五

相
成
身
観
の

引
用
は

第
四

段
階
で

あ
る

証
金

剛
身
の

部
分

だ

け
で

あ
り

、

五

相

成
身
観
全
体
が

述
べ

ら
れ

て

い

な
い

。

　
ま
た

、

八

箇
の

証
文
に

お

け
る

『

三

摩
地

法
』

の

引
用
は

、

『

三

摩
地

法
』

の

原
文
か
ら
の

忠
実
な

引
用
で

は

な
く

、

一

部
を

意

図
的
に

削
除
し
た

上
で

引

用
さ

れ
た

も
の

あ
る

。

本
稿
で

は

『

即

身
義
』

で

の

五

相

成
身
観

、

証
金

剛
身
の

引

用
の

意
図
と

、

『

三

摩
地

法
』

引
用
に

お
い

て
、

あ
る
一

部
分

を
削
除
し
た

意
図
を

、

末
釈
を

踏
ま

え
た
上
で

検
討
し
て
い

き
た
い

と

考
え

る
。

ま
た

、

な
ぜ

、

五

相
成
身

観
を

引
用

す
る

上
で

、

『

三

学
録
』

に

お
い

て

金

剛
頂

宗
経
の

筆
頭
に

挙
げ
ら
れ

て

い

る
、

い

わ
ゆ

る

三
巻

本
の

『

教
王

経
』

で

は

な

く
、

『

三

摩
地

法
』

を

引
用
し
た
か

を

検
討
し
た

い
。
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五
、

『

即
身
義
』

の

引
用
箇
所
と

『

三

摩
地
法
』

原
文
の

違
い

に
つ

い

て

　
ま

ず
、

八

箇
の

証
文
の

第
西

句
の

部
分
と

、

引
用

元
で

あ
る

『

三

摩
地

法
』

の

原
文
を
比

較
検
討
し
た
い

。

『

三

摩
地

法
』

は

『

即
身
義
嘸

に

お
い

て

次
の

よ

う
に

引
用
さ
れ

て

い

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　（
13）

　

　
應

當
知

。

自
身
即
爲
金

翻
界

。

自
身
爲
金

翔
。

堅

實
無
傾

壊
。

我
爲
金

剛
身

。

　
こ

れ

に
対

し
、

『

三

摩
地

法
圏

の

原
文
で

あ
る
が

、

比

較
検
討
の

た
め

、

引
用
簡
所
の

省
略
部
分
と

前
後
を

含
め

、

左
記
の

よ
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う
に

引
用

す
る

。

傍

線
で

示
し
た

部

分
が

『

即
身
義
』

で

引
用
さ

れ

て
い

る

箇
所
で

あ
る

。

参
考
の

た

め
に

『

即
身
義
』

に

引

用
さ
れ
た

箇
所
の

前
後
も

併
せ

て

参
照
し
て

頂
き
た

い

と

思

う
。

　
　
　

汝
於
淨
月
輪
　

觀
五

智
金

剛

　
　
　

令
普
周

法
界
　

唯
一

大
金
剛

　
　
　

應
當
知
自
身
　

即
爲
金

剛
界

　
　

庵
麼
折
鑼
怛
麼
句
含

　
　
　

自
身
爲
金
剛
　
堅

實
無
傾

壊

　
　
　

復
白
諸
佛
言
　
我

爲
金
剛

身

　
　
　

時
彼
諸
如
來
　
便
敕
行
者
言

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
14）

　
　
　

觀
身
爲
佛
形
　
復
授
此

眞
言

　

加
え

て
、

「

三

巻
本
の

教
王

経
」

を

併
せ

て

引
用
す
る

。

こ

れ

は

右
記
の

『

三

摩
地

法
』

に

該
当
す
る

意
味
内
容
の

部
分
で

あ

る
。

『

三

摩
地

法
』

は

偈
頌
形
式
の

た

め
、

三

巻
本
の

該
当
部
分
よ

り
も

、

文
字
の

分
量
と
し

て

は

少
な

く
な
っ

て

い

る
。

こ

の

た
め

、

こ

の

箇
所
の

意
味
内
容
の

理

解
の

た
め

、

「

三

巻
本
の

教
王

経
」

の

該
当
箇
所
を

参
照
し
て

頂
き
た
い

と

思

う
。

　
　

菩
薩
白
言

。

世
尊
如
來
我
見
月
輪
中
金
剛

。

一

切

如
來
咸

告
言

。

令
堅
固
一

切
如
來

普
賢
心
金
剛

。

　
　

以
此

眞
言

　
　
　

　

庵
囀
日

羅
怛
麼
句
哈

　
　

所

有
遍

滿
一

切
虚
空

界
。

一

切
如
來

身
口

心
金

剛

界
。

以
一

切
如
來
加
持

。

悉
入
於
薩
金

剛
。

則
一

切

如
來

。

於
一

切
義

　
　

成

就

菩
薩
摩

訶
薩

。

以
金

剛

名
。

號
金

剛
界

。

金

剛
界
潅
頂

。

時
金

剛
界
菩
薩
摩
訶
薩

。

白
彼
一

切
如
來
言

。

世
尊
如
來

　
　

我
見
一

切

如
來

爲
自
身
一

切
如
來
復
告
言

。

是

故
摩
訶

薩
。

一

切
薩
堙
金
剛

。

具
一

切
形
成
就

。

觀
自
身
佛
形

。

以

此
自
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　（
15）

　
　

性
成
就
眞
言

。

隨
意
而

誦

　

繰
り
返
し
に

な
る
が

、

こ

の

『

即

身
義
』

の

引
用
箇

所
は

、

『

三

摩
地

法
』

の

原
文
と

違
い

が

認
め

ら

れ
る

。

ま
た

、

引
用
さ

れ

た

箇
所
は

独
立

し
た

ひ

と

つ

の

行
法
で

は

な

く
、

『

三

摩
地

法
』

に
お

い

て

五

相
成

身
観
を

述
べ

る

部
分
の
一

部
で

あ
る

。

『

即
身
義
』

の

引

用
部
分
は

『

三

摩
地

法
』

の

五

相
成
身
観
の

第
四

段
階

、

証
金

剛
身
の

真
言
を

唱
え
る

直
前
と

、

真
言
を

唱
え

た

直
後
の

部
分
で

あ
る

。

つ

ま
り

、

証
金
剛
身
の

真
言
「

庵
麼
折
囃
怛
麼
句
含
」

と
、

諸
仏
に

対
す
る

呼
び

掛
け
で

あ
る

「

復

た

諸
佛
に

白
し
て

言

さ
く

」

の

部
分
が

意
図
的
に

削
除
さ
れ
て
い

る
。

　
こ

の

諸

仏
に

対
す
る

呼
び

か

け
が

削
除
さ

れ
た

こ

と
に

関
し
て

は
、

宥
快
や

小
田
慈
舟
も
指

摘
す
る

所
で

あ
る

。

　

宥
快
は

『

即

身
義
鈔
』

に

お
い

て
、

次
の

様
に

指
摘
し

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　（
16）

　
　
一

。

此

經
文
初
巳

成
諸
佛
示
詞
也

。

我
爲
金

剛
身
一

句
。

行
者
證
得
相
白
諸
佛
詞
也

　
自
身
者
行

者
自
身
也

宥
快
は

こ

こ

で

「

わ

れ
金
剛

身
と

な
る

。

」

の

部
分
が

、

行
者
の

言

葉
で

あ
る

こ

と

を
指
摘

し
て

い

る
。

　
ま
た
、

小
田
慈
舟
は

『

十
巻
章
講

説
』

に

お
い

て
、

次
の

様
に
述
べ

て
い

る
。

　
　
こ

の

儀
軌
の

文
は

空

中
の

秘
密
仏
と

行
者
と
の

問
答
体
に

な
っ

て
い

る
。

「

応
当
に

知
る
べ

し
」

等
の

四

句
は

仏
の

垂

誠
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
（
17）

　
　
終
わ

り
の

「

我
れ
金

剛
身
と

為
る
」

の
一

句
は

、

行

者
が

自
ら

証
得
し
た
こ

と

を

空

中
の

仏
に

告
げ
る

言
葉
で

あ
る

。

　

本
稿
で

は
、

さ
ら
に

詳
し
く
こ

の

『

三

摩
地

法
』

の

引
用
箇
所
に

言
及
し
た
い

。

『

三

摩
地

法
』

の

該
当
箇
所
を
内

容
的
に

見

た

場
合

、

削
除
さ
れ

て

い

る

真
言
の

直
前
部
分
で

あ
る

「

ま
さ

に

知
る
べ

し
。

自
身
す
な
わ

ち
金

剛
界
と

な
る

。

」

と
、

真
言
の

直
後
で

あ
る

「

自
身
金
剛
と

な

り
ぬ

れ
ば

、

堅

実
に

し
て

傾

壊
な
し
」

の

部
分
は

、

諸
仏
が

行
者
に

対
し
て

語
る

部
分
で

あ
る

。

一

方
、

「

わ

れ

金
剛
身
と
な

る
。

」

の

部
分
は

、

逆
に

行
者
が

諸

仏
に

対
し

て

呼
び

掛
け
る

部
分
で

あ

る
。

つ

ま

り
、

本
来
で

あ

れ

ば
、

行
為
の

主

体
と

客
体
が

文
章
の

途

中
で

入
れ

替
わ

る
は

ず
で

あ
る

。

し

か
し

、

『

即

身
義
』

の

引
用
箇
所
は

主

体
と

客
体

の

逆
転
が

明
確
に

示
さ
れ
て

い

な
い

。

す
な
わ

ち
『

三

摩
地

法
』

の

原

文
で

は
、

諸
仏
が

行
者
に

語

り
か

け
、

そ
れ

に

対
し

て
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行
者
が

諸
仏
に

答
え
る

、

と
い

う
流
れ

で

あ
る
が

、

『

即

身
義
」

の

内
容
で

は
、

諸

仏
の

語
り
か

け
と

、

そ
れ
に

対
す
る

行
者
の

答
え
で

は

な

く
、

行
者
の

独
白
の

み

と
い

う
印
象
を
う
げ
る

。

『

三

摩
地

法
』

の

原

文
で

は
、

諸

仏
が

行
者
に

対
す
る

語
り
か

け

を

示

す
箇
所
が

「

な
ん

じ
」

だ

け
で

あ
り

、

分
か

り

難
い

と

も
言
え
る
が

、

三

巻

本
の

『

教
王

経
』

で

は
、

「

一

切
の

如
来
は

咸

く

告
げ
て
い

わ

く
」

と

い

う
箇
所
が

あ
り

、

対
話
の

主
体
と

客

体
が

非
常
に

明
ら

か
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら

、

『

三

摩
地

法
』

に

お
い

て

も

「

堅

実
に

し

て

傾
壊
な
し

」

の

あ
と

、

「

復
た

諸
佛
に

白
し
て

言
さ

く
」

と

い

う
文
字
列
が

加
わ

る
こ

と

で
、

行
為

の

主

体
と

客
体
が

明
確
に

示
さ
れ

る
。

す
な
わ

ち
、

『

即
身
義
』

に

お
い

て
、

諸

仏
と

行
者
の

対
話
関
係
が

明
示
さ

れ
な

か
っ

た

の

は
、

意
図
的
で

あ
る

と

考
え

ら
れ

る
。

こ

の

意
図
は

、

次
項
で

述
べ

る
、

証
金

剛
身
の

部
分
だ

け
が

引
用
さ
れ

た

意
図
と

非

常
に

密

接
な

関

係
が

あ
る
と

言
え

る
の

で

あ
る

。

六
、

『

即
身
義
』

に
お

け
る

証
金
剛
身
の

引
用
に
つ

い

て

　
五

相
成
身
観
の

う
ち

、

な
ぜ

、

証
金

剛
身
の

部
分
の

み

が

引
用

さ
れ

た

か
、

と

い

う
問
題
は

古
来

、

様
々

な

解
釈
が

加
え
ら

れ
て

い

る
。

頼
瑜

、

性
心

、

宥
快

、

小
田

慈
舟
な
ど

が
、

註
釈
の

中
で

指
摘
を

行
っ

て

い

る
。

そ
し
て

、

特
に

、

引
用
さ

れ
た

部
分
が

、

な
ぜ

、

五

番
目
の

仏
身
円
満
で

は

な

く
、

四
番
目
の

証
金
剛

身
で

あ
る

か
、

と
い

う
点
が

論
議
の

対
象
と

な
っ

て

い

る
。

　
頼
瑜
の

『

即
身
成
佛
義
顕

得
鈔
』

に

よ

れ
ば

、

　
　
答

。

或
人
云

。

五

相
成
身
者

。

謂
法
三

羯
之

成
身
相

。

三

自
證

。

羯
磨
化
他

。

今
就
自
證
而
爲
證

耳
今
謂
不

爾
。

大
師

之

　
　
引
憑
未
必

依
顕

相
。

所
以

金
剛
者
智

。

界

者
身
也

。

意
行
者
自
身
即
作
持
堅

固
不

壊
薩
般
若
智
者
身
爲
言
即
作
金
硼
不
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
18）

　
　
法
身
之
義
也

。

故
知

。

文
雖
擧
證
金

剛
。

意
含
第
五

佛
身
圓
滿

。
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性
心
の

『

即
身
義
鈔
』

に
よ

れ

ば
、

　
　

答
。

五

相
開

佛
果
之

上
。

故
全

無

淺
深
之
殊

。

爲
令
人

易
解

之
故
作
次
第
説
也

。

故
五

相
文
皆
是

可

爲
即

身
成

佛
本
據

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
19）

　
　

殊

更
今
文
即
身
成

佛
義
分
明
也

。

其
故
云

自
身
爲
金
剛
堅

實
無
傾
壊

。

我
爲
金
剛
身
故

。

是

則
與

佛
身
圓
滿
義
同
也

。

　
宥

快
の

『

即
身
成
仏
義
鈔
』

に

よ

れ
ば

、

　
　

以
五

相
配
三

句

時
。

第
四

成
金

剛
。

第
五

佛

身
圓
滿

。

共
是

究
竟
也

。

於
中

第
四

正

體
智

。

自
證

。

第
五

後
得
智

。

化
他

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　（
20）

　
　

也
。

仍

付
正

體

智
自
證
成
佛
證
之
也

。

　
小

田
慈
舟
の

『

十
巻
章

購
説
』

に

よ

れ

ば
、

　
　

完

全
な

仏

身
を

現
証
す
る
こ

と

は

第
五

の

位
に

あ
る

と

思
う
で

あ
ろ

う
が

、

実
は

五

相
成
身
は

自
証

円
満
の

上
の

徳
相
を

　
　

次

第
し

て

示
し
た
も

の

で
、

何
れ

の

位
に

も

即
身
成
仏
の

義
は

あ
る
が

、

即
身
成
仏
の

義
が
よ

く
顕
れ

て

い

る

証
金

剛

身

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　（
21）

　
　
の

文
を
、

今

引
証
せ

ら
れ
た
の

で

あ
る

。

　
こ

れ

ら

の

註
釈
を

概
括

し

て

言

う
な
ら

ば
、

証
金
剛

身
の

部
分
が

最
も
即
身
成
仏
の

境

界
を

示
し
て

い

る

と

解
釈
さ
れ

て

い

る
。

し

か
し

、

こ

の

解
釈
こ

そ
が

、

『

即

身
義
』

の

本
質
を

示
し

て

い

る

と

言
え

る

の

で

あ
る

。

『

即

身
義
』

と
、

そ
の

註
釈
書

に

お

い

て
、

具

体
的
な

行

法
、

つ

ま

り
、

五

相
成
身
観
に

関
し
て

、

具
体
的
な

行
法
は
述
べ

ら

れ

て
い

な
い

。

逆
に

言
え
ば

、

即
身
成

仏
す
る

方
法
に
つ

い

て
、

言

及
し
て

い

な
い

と
い

う
こ

と
に

他
な
ら

な
い

。

す
な
わ

ち
、

こ

の

八

箇
の

証
文
の

第
四

句

を
は

じ
め
と

し
て

、

『

即
身

義
』

で

は

即
身
成
仏
の

境
地
が

説
か
れ

て

は
い

る
が
、

即
身
成
仏
に

至
る

具

体
的
な

方
法
論
は

示
さ

れ

て

い

な
い

の

で

あ
る

。

例
え
て

言

う
な
ら

ば
、

『

即
身
義
』

と

は

即
身
成
仏
の

マ

ニ

ュ

ア
ル

で

は

な

く
、

即
身
成

仏
と
い

う
概

念
の

提
示
に

過
ぎ

な
い

。

空
海
が

示

し
た

即

身
成
仏
と
い

う
概
念
と
は

、

法
身
大
日

如
来
と
一

体
と

な

る
こ

と

で

あ
り

、

現
代

的
な

言

葉
を

使
う
な
ら

ば
、

法

身
を
認
識

す
る

行
為
で

あ
る

と

言
え

る
。

従
っ

て
、

大
師
は

『

即
身
義
』

に

お
い

て
、

五

相
成

身
観
の

中
か

ら
、

法
身
を

認
識
す
る

箇
所
で

あ
る

証
金
剛

身
の

部
分
の

み

を

取
り
上

げ
た
と

推
論
で

き
る

。

ま
た

、

末

釈
で

は
、
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な
ぜ

証
金
剛
身
か

、

と

い

う
解
釈
は

盛
ん

に

行
わ

れ

て

い

る

が
、

な
ぜ

、

五

相

成
身

観
の

行
法
を

引
用
し

な
か
っ

た

の

か
、

と

い

う
議
論
は

行
わ

れ
て
い

な
い

。

成
仏
す
る

た

め
の

過

程
、

す

な
わ

ち
、

そ
の

行
為
に

よ
っ

て

の

み
、

成
仏
で

き
る

は

ず
の

部

分
を

、

あ
え
て

引
用
し
な
か
っ

た

理

由
を

考
え
る
べ

き
で

あ
ろ

う

　

ま

た
、

『

即
身
義
』

に

お

い

て
、

『

三

摩
地

法
』

の

引
用
に

際
し

、

な
ぜ

、

真
言
の

引

用
を

行
わ

な
か
っ

た

の

か
、

と
い

う
こ

と

は

末
釈
に

お
い

て
、

触
れ

ら

れ
て

い

な
い

問
題
で

あ
る

。

真
言

そ
の

も
の

に

関
し

て

は
、

曇
寂
が

『

即

身
成

仏
義
私
記
』

に

お

い

て
、

証
金

剛
身
の

真
言
に
つ

い

て

解
釈
を

行
っ

て

い

る
。

　

曇
寂
の

『

即
身
成
仏

義
私

記
』

に

よ

れ
ば

、

以

下
の

様
に

真
言
を

解
釈
し
て
い

る
。

　
　

次
示
眞
言

貿
§
勇

忌
宴
維
者

。

可
奪
忌
宴
金
剛

也
。

引
點
即

到
字
也

。

虱
云
自
也

。

我
也

。

與
否

欲
與
呂・
妖

悔
丑

同
身
也

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
22）

　
　

沓
中

有
蔵
字

。

含
爲
作
義

。

故
總
云

自
身
爲
金

剛
。

此

句
即

眞
言
句
義
也

。

　

こ

の

曇
寂
の

解
釈
は

真
言
の

字
義
解
釈
だ

け
で

あ
り

、

真
言
の

意
味
は

「

自
身
金
剛
と

な
る

。

」

と
い

う
、

真
言
の

直
後
の

部

分
と

同
じ

意
味
で

あ
る

と

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

な
ぜ

『

即

身
義
』

に
、

真
言
が

引
用
さ

れ
な

か
っ

た

か

と
い

う
問
題
に

は

触
れ

て
い

な
い

。

し

か
し

、

こ

れ

ま
で

述
べ

て

き
た

、

証
金
剛
身
の

み

を
引
用
し
た

意
図
の

解
釈
に

準
じ
て

考
え
る

な
ら
ば

、

『

即
身

義
』

の

目
的
が

即

身
成
仏
の

境
界
を

述
べ

る
こ

と

で

あ
り

、

即
身
成
仏
の

方
法
を

述
べ

る

た

め
で

は
な
い

か

ら
、

真
言
は

引
用

し

な
か
っ

た
と

推
測
で

き
る

。

ま
た

、

さ

ら

に

言
え
ば

、

末
釈
に

お
い

て

も
、

「

真
言
を

唱
え
る
」

と
い

う
行
為
に

よ
っ

て
、

ど

う
な
る

か
と
い

う
こ

と
は

示
さ

れ
て
い

な
い

の

で

あ
る

。

ま
と

め

以

上
、

「

十

住
心

論
』

と
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『

秘

蔵
宝

鑰
』

に

お

け
る

五

相
成
身
観
に
つ

い
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察
を

加
え
た
上
で

、

『

即
身
義
』

の

八

箇
の

証
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文
の

第
四

句
に

お

け
る

『

三

摩
地
法
』

の

引

用
を

考
察
し
た

。

　
『

十

住
心

論
』

第
九

住
心

、

『

秘
蔵
宝

鑰
』

第
九

住
心

、

『

秘

蔵
宝

鑰
』

第
十

住
心
の

『

菩
提
心

論
』

引
用

文
中
に

引
用
さ

れ

る

『

教
王

経
』

の

引
用

箇

所
は

、

ほ

ぼ

同
じ

部
分

、

五

相
成
身
観
の

直
前
部
分
で

あ
る

。

取

意
引

用
を

含
め

、

空

海
の

著
作
中

に

『

教
王

経
』

が

引

用
さ
れ

る

の

は
、

こ

の

部
分
だ

け
で

あ
る

。

『

教
王

経
』

に

お
い

て
、

重
要
な

部
分
は

こ

の

部
分
の

直

後
か

ら

始
ま

る

五

相
成
身
観
で

あ
る

に

も
拘
わ

ら

ず
、

こ

の

部

分
だ

け
を

空

海
は

引
用

す
る

。

こ

の

部
分
の

み

を

引

用
す
る

と
い

う
こ

と
は

、

五

相
成
身
観
に

よ

る
一

切
如

来
と
の

加

持
の

境

界
を

示

す
も
の

の
、

そ
の

状
態
に

至
る

方
法
で

あ
る

五

相

成
身
観
の

具

体
的
内
容
や

、

五

相
成
身
の

真
言
は

示
さ

れ
な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

空

海
は

「

自
心

を

観
察
す
る

三

摩
地
」

を

示
す
た

め
だ

け
に

『

教
王

経
』

を

引
用
し
た
の

で

あ
る

。

『

教
王

経
』

に

示
さ

れ
る

具
体
的
な

行
法
を

示
さ

ず
、

そ
の

前
段
階
の

境
界
の

み

を

説
示
し

て
い

る
こ

と
は

意
図
的
で

あ
る

と

考
え

ら
れ
る

。

　

ま
た

、

空

海
は

『

即
身
義
』

に

お
い

て
、

『

三

摩

地
法
』

に

お
け
る

五

相
成
身
観
の

証
金
剛

身
の

箇
所
を

引
用
し
た

。

こ

の

引

用
の

意

図
は

、

即
身
成
仏
の

境
界
を

述
べ

る

た

め

で

あ

り
、

五

相
成
身
観
の

行

法
を

示

す
た

め
で

は

な
い

。

ま
た

、

原
典
の
一

部
を

意

図
的
に

削
除
し
た

理
由
は

、

即
身

成
仏
の

境

界
を

端
的
に

述
べ

る

た
め

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

『

即
身
義
』

に

お
い

て
、

『

三

摩
地

法
』

の

五

相
成
身
観
の
一

部
を

用
い

た
の

は
、

引
用
に

際
し
て

、

少
し

手
を

加
え
る
こ

と
で

、

即
身
成
仏
の

境

界
を

端

的
に

示

す
こ

と
が

出
来
る

か

ら
で

あ
る

。

従
っ

て
、

『

即
身
義
』

に
お
い

て
、

三

巻
本
の

教
王

経
で

は
な

く
、

『

三

摩
地
法
』

が

引
用
さ

れ

た

理

由
は
、

五

相
成
身
観
の

行
法
を
示

す
必
要
性
が

低
か
っ

た

か
ら

で

あ
る

と

考
え
ら
れ

る
。

　

註

　

　
（

1
）

弘

法
大
師
全

集
第
一

輯
　
三

七
三

頁

　

　
（

2
）

大
正

蔵
一

八

　
二

〇

七

　
下

　

　（
3

）

大
正

蔵
一

八

二

〇

七

下
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（

4
）

弘
法
大
師
全
集
第
一

輯

（

5
）

弘
法
大
師
全
集

第
一

輯

（

6
）

大
正

蔵
一

八

　
二

〇
七

（

7）

弘
法
大
師
全
集

第
一

輯

（
8）

大
正

蔵
一

八

　
二

〇

七

（

9）

弘
法
大
師
全

集
第
一

輯

（

10）

弘
法
大
師
全
集
第
一

輯

（

11）

弘
法
大
師
全
集
第
一

輯

（

12
）

弘
法
大
師
全
集
第
一

輯

（

13
）

弘
法
大
師
全
集
第
一

輯

（

14V

大
正

蔵
一

八

　
三
二

九

（

15
）

大
正

蔵
一

八

　
二

〇

八

（

16
）

真
言
宗
全
書
巻

＝
二

（

17）

小
田
慈
舟

（

18）

真
言
宗
全

書
巻

＝
二

（
19）

真
言
宗
全

書
巻

＝
二

（

20）

真
言
宗
全

書
巻
一

三

（

21）

小
田
慈

舟

（

22
）

真
言

宗
全

書
巻
一

三

三
七
四

頁

四
六
二

頁

下四
七
一

頁

下一

二

七

頁

三

七

四
頁

四
六

九
頁

七

〇

八

頁

五

〇
六
頁

上上

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

〇
〇

頁

上

　

　

　

　

　

　
「

十

巻
章
購
説
』

上

巻
　
二

七

頁

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

八

頁

下

　

　

　

　

　

　

　

　

九
四

頁

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

九
九

頁

下

　

　

　

　

　

　
『

十
巻
章
購
説
』

上

巻

　
二

七

頁

　

　

　

　

　

　

　

　

三
＝

＝

頁

下

【

キ
ー

ワ
ー

ド
】

空
海

、

五

相
成
身
観

、

『

即
身
成
仏
義
』

、

『

三

摩
地
法
』

、

引
用
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